
 
豊監公表第１６号 

 

 

 

 令和６年度に実施した定期監査の結果に対し、豊中市長より監査の結果を参考と

して措置を講じた旨の通知があったので、地方自治法第１９９条第１４項の規定に

より、次のとおり公表します。 

 

 

令和７年（２０２５年）８月８日 

 

 

 

豊中市監査委員  岸 本 康 孝 

同      清 水 聖 子 

同      吉 田 正 弘 

同      北之坊 晋 次 



（様式７） 

豊 福 安 第1589号 

令和７年(２０２７年）７月14日 

 

豊中市監査委員 様 

 

 

豊中市長  長内 繁樹 

 

 

地方自治法第１９９条第１４項の規定に基づく措置の通知について 

 

令和６年度定期監査において指摘のあった事項について、下記のとおり措置を講

じたので通知いたします。 

 

記 

 

１ （監査実施日 令和７年１月３０日） 

 

対象となった 

部局 

課・施設の名称 

指摘事項 講じた措置の内容 

福祉部 

長寿安心課 

◆専決区分について 

要援護高齢者短期入所事業の委

託契約（単価契約）の起案の決

裁について、事務決裁規程では

「単価契約は，契約期間中の予

定総額で専決者を決定する」と

されているところ、起案書に契

約期間中の予定総額が記載され

ていないため、専決者を決定す

ることができないにも関わら

ず、課長専決で行われていた。 

・起案書に予定総額を記載

しました。 

・今後は、契約事務フロー

に則り、文書起案による単

価契約でも予定総額を記載

す る よ う 指 導 す る と と も

に、予定総額に応じた専決

者で決裁を行うよう課内に

周知しました。 



（様式７） 

◆契約保証金の免除について 

要援護高齢者短期入所事業の委

託契約（単価契約）の起案の決

裁について、事務決裁規程では

「単価契約は，契約期間中の予

定総額で専決者を決定する」と

されているところ、起案書に契

約期間中の予定総額が記載され

ていないため、減免の基準額と

照合することができないにも関

わらず、財務規則第１１０条第

６号を適用して契約保証金を免

除していた。 

・起案書に予定総額を記載

しました。 

・今後は、契約事務フロー

に則り、文書起案による単

価契約でも予定総額を記載

す る よ う 指 導 す る と と も

に、予定総額に応じた契約

保証金の設定もしくは免除

の場合は豊中市財務規則の

適用条項を確認し記載する

よう課内に周知しました。 

◆契約保証金の免除について 

大阪弁護士会との地域包括支援

センターへの法律相談支援業務

委託契約について、起案書に、

財務規則第１１０条第６号の

「契約の相手方の協力を得られ

なければ施策を遂行できない場

合は、その都度市長が認める

額」に係る記載がないにも関わ

らず、同号を適用して契約保証

金を免除していた。 

・起案書に、豊中市財務規

則第１１０条第６号の契約

の相手方の協力を得られな

ければ施策を遂行できない

場合に該当する理由及びそ

れを踏まえ認めた額を明記

しました。また、契約保証

金を免除する場合は、契約

検査課ページの「契約保証

金の納付の免除の事務取扱

について」を確認して、免

除理由の記載を省略するこ

とがないよう、課内に周知

しました。 

◆専決区分について 

老人憩の家運営補助金の返還の

起案の決裁について、事務決裁

規程第１１条第１項第１号別表

８（３）の規定により部長専決

とするところ、課長専決として

いた。 

・専決者を部長に修正しま

した。 

・今後は、事務決裁規程で

決裁権者を確認し、記載す

る よ う 課 内 に 周 知 し ま し

た。 



（様式７） 

◆随意契約の公表について 

公益社団法人豊中市シルバー人

材センターとの軽度生活援助業

務委託契約について、地方自治

法施行令第１６７条の２第１項

第３号を適用して随意契約が締

結されているが、財務規則第１

０４条の２に基づく発注の見通

し及び契約の締結状況の公表が

されていなかった。 

・市ホームページに契約の

締結状況を公表しました。 

・今後は、随意契約ガイド

ラインの内容を確認し、契

約手続きチェックリストを

活用して契約事務を行うよ

う課内に周知しました。 

 


